
ニュース城里 
住民票等証明書請求時の本人確認 
ふれあいタクシーをご利用ください 
まごころ通信（特定健診） 
お知らせ 
はるその常北高校 
町長の一言 
桂図書館資料館だより 

平成20年の新春を飾る消防出初式が、１月13日、うぐ
いすの里グラウンドで行われました。 
式には、町消防団員や来賓など約480人が参加。 
当日は、風が強く寒さの厳しい中、消防車両51台によ
る車両行進や勇壮な分列行進が披露されました。 
また、城里町連合消防団の加藤木要団長の訓示、金長
町長による式辞に続いて、消防庁長官表彰の伝達をは
じめ各種表彰が行われ、長年、町の消防活動に貢献し
た団員や優良分団など156人・８分団に、表彰状や感
謝状が贈られました。 
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本
人
確
認
が
必
要
と
な
る
証
明

①
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
記
載
事

項
証
明

②
戸
籍
（
除
籍
・
原
戸
籍
）
謄

本
・
抄
本

③
戸
籍
届
の
受
理
・
不
受
理
証
明

④
戸
籍
の
附
票

⑤
印
鑑
証
明
書

⑥
外
国
人
登
録
原
票
写
し
お
よ
び

記
載
事
項
証
明
書

⑦
不
在
住
・
不
在
籍
証
明
書

⑧
身
分
証
明
書

引
き
続
き
、
本
人
確
認
が
必
要
と

な
る
届
出

①
住
民
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、

転
居
、
世
帯
変
更
）

②
戸
籍
届
出

本
人
確
認
の
た
め
表
示
し
て
い
た

だ
く
も
の

●
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
官
公
署

が
発
行
す
る
有
効
期
限
内
の
免

許
証
、
許
可
証
、
資
格
証
明
書

な
ど
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

ー
ト
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

●
右
記
の
免
許
証
な
ど
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
次
の
も
の
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
、
質
問
に
よ

る
確
認
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す

・
各
種
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど

・
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
社
員

証
、
学
生
証
な
ど

※
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合

や
、
請
求
に
重
大
な
疑
義
が

あ
る
場
合
は
、
請
求
を
拒
否

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
合
せ

町
民
課（
内
線
１
１
４
）

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

３
１
１
１

昨
年
10
月
か
ら
本

稼
動
と
な
り
、
町
内

全
域
で
運
行
し
て
い

る
城
里
町
デ
マ
ン
ド

交
通
「
ふ
れ
あ
い
タ

ク
シ
ー
」。
ふ
れ
あ

い
タ
ク
シ
ー
は
、
中

型
タ
ク
シ
ー
１
台
と

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

２
台
を
使
用
し
、
町

内
な
ら
ど
こ
へ
で
も

乗
り
合
い
で
送
迎
す

る
も
の
で
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
運
営
主
体
と
な
っ
て
運
行
を
し

て
い
ま
す
。

バ
ス
停
ま
で
歩
か
ず
に
、
外
出
し

た
い
と
き
に
、
自
宅
の
玄
関
先
か
ら

希
望
す
る
目
的
地
ま
で
利
用
で
き
る

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、
町
民
の
足

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

下
古
内
か
ら
常
北
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
た
小
島
と
み
さ
ん
。

「
以
前
は
、
家
族
の
通
勤
時
間
に

合
わ
せ
て
早
朝
に
目
的
地
へ
行

き
、
帰
り
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
な
ど
し
て
い
た
が
、
ふ
れ
あ
い

タ
ク
シ
ー
が
で
き
て
と
て
も
重
宝

し
て
い
る
」
と
い
い
、
普
段
は
、

病
院
や
公
共
施
設
、
ま
た
高
年
者

ク
ラ
ブ
の
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
週

１
、
２
回
利
用
す
る
そ
う
で
す
。

「
玄
関
先
ま
で
来
て
く
れ
る
の
は

す
ご
く
助
か
る
し
、
運
転
手
の
方

が
車
の
ド
ア
を
あ
け
て
笑
顔
で
待

っ
て
い
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
。

乗
り
合
い
だ
か
ら
、
町
内
い
ろ
い

ろ
な
場
所
の
景
色
が
楽
し
め
る

し
、
利
用
す
る
人
と
顔
な
じ
み
に

な
り
知
り
合
い
も
増
え
た
」
と
終

始
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
町
内
の
買
い
物
や
通

院
、
公
共
施
設
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場

所
へ
の
移
動
に
、
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ

ー
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
で
す

利
用
登
録
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
企
画

財
政
課
、
各
支
所
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
登
録
は
無
料
で
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
運
行
日
時

月
〜
金
曜
日
（
土
日
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
ま
で
１

時
間
ご
と
に
１
便
を
運
行
し
ま
す
。

◆
利
用
料
金

一
乗
車
に
つ
き
、
３
０
０
円

（
３
歳
児
未
満
は
無
料
）。
利
用
券

で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

利
用
券
は
、社
会
福
祉
協
議
会
、

企
画
財
政
課
、
各
支
所
、
ふ
れ
あ

い
タ
ク
シ
ー
の
車
内
で
購
入
で
き

ま
す
。

◆
利
用
方
法

利
用
す
る
方
は
、
２
日
前
か
ら

利
用
予
定
便
の
30
分
前
ま
で
に
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
２
９
│
２
４
０
│
６
０
０
０
）

へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
は
、
月
〜
金
曜

日
ま
で
の
午
前
７
時
15
分
〜
午
後

３
時
30
分
（
翌
日
の
便
の
予
約
は

午
後
４
時
30
分
）
ま
で
で
す
。

※
予
約
電
話
の
お
か
け
間
違
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
「
２
８
８
」

や
「
２
８
９
」
を
付
け
て
、
間

違
い
電
話
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
発
生
し
て
い
ま
す

城
里
町
デ
マ
ン
ド
交
通軈
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
軋

買
い
物
や
病
院
、
友
人
宅
な
ど
へ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
１
日
か
ら
　
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明
な
ど
の

請
求
の
際
に
　
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

４
月
１
日
か
ら
　
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明
な
ど
の

請
求
の
際
に
　
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

城
里
町
デ
マ
ン
ド
交
通軈
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
軋

買
い
物
や
病
院
、
友
人
宅
な
ど
へ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

城
里
町
デ
マ
ン
ド
交
通軈
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
軋

買
い
物
や
病
院
、
友
人
宅
な
ど
へ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
１
日
か
ら
　
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明
な
ど
の

請
求
の
際
に
　
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

蜻「ふれあいタクシーを
重宝している」と話
す小島さん

　
４
月
１
日
か
ら
、
町
民
課
及
び
各
支
所
（
桂
・
七
会
）
で
は
、

証
明
書
の
請
求
時
に
来
庁
さ
れ
た
方
の
「
本
人
確
認
」
を
行
い

ま
す
。
本
人
確
認
は
、
各
種
証
明
書
を
本
人
に
な
り
す
ま
し
て

不
正
に
取
得
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、
本
人
確
認
の
た
め
次
の
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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問
合
せ

企
画
財
政
課（
内
線
２
３
２
）

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

３
１
１
１

県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働
Ｇ

蕁
０
２
９
│

３
０
１
│

２
６
４
９

総
務
省
統
計
局

http://w
w
w
.stat.go.jp/

公
民
館
講
座
で
学
ん
で
き
た
成

果
を
、
皆
さ
ん
に
ご
覧
頂
く
場
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
24
日
豸

午
前
９
時
〜
12
時
30
分

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

出
演
団
体

町
内
各
公
民
館
講
座

及
び
公
民
館
講
座
終
了
後
の

自
主
運
営
団
体

発
表
内
容

歌
・
踊
り
・
楽
器
演

奏
・
そ
の
他

入
場
料

無
料

問
合
せ

常
北
公
民
館

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

５
５
７
５

桂
公
民
館

蕁
０
２
９
│

２
８
９
│

２
２
２
０

七
会
公
民
館

蕁
０
２
９
６
│

８
８
│

３
２
１
０

日
　
時

２
月
22
日
貊

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン

タ
ー
ロ
ゼ
ホ
ー
ル

講
　
演

「
イ
ノ
シ
シ
と
人
間
が

生
き
る
道
」
〜
イ
ノ
シ
シ
の

こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
〜

入
場
料

無
料

主
　
催

茨
城
栃
木
県
境
地
域
鳥

獣
害
防
止
広
域
対
策
協
議
会

問
合
せ

常
陸
大
宮
市
経
済
部
農
林
課

蕁
０
２
９
５
│

５
２
│

１
１
１
１

省
エ
ネ
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
設
定
温
度
は
ひ
か
え
め
に

冬
の
室
温
設
定
は
、
20
℃
を
目

安
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
イ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ

見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
や
照
明
は
、

こ
ま
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

③
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト

就
寝
中
や
外
出
時
は
、
プ
ラ
グ

を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

譛
関
東
電
気
保
安
協
会

http://w
w
w
.kdh.or.jp

初
め
て
の
方
で
も
、
指
導
員
に

よ
る
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
　
日

３
月
２
日
豸

場
　
所

笠
松
運
動
公
園
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
場
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

対
　
象

町
内
在
住
の
小
学
生

参
加
費

１
人
１
５
０
０
円

募
集
人
数

１
２
０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始

２
月
19
日
貂
か
ら

申
込
み
先
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

３
１
３
５

日
　
時

３
月
13
日
貅

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

内
　
容

「
介
護
予
防
は
高
齢
者

が
主
役
〜
私
た
ち
に
で
き
る
、

今
日
か
ら
で
き
る
介
護
予
防

〜
」
大
田
仁
史
先
生
の
講
演

会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
費

無
料

※
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す

（
常
北
地
区
２
台
・
桂
地
区
２

台
・
七
会
地
区
１
台
）

問
合
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

７
０
１
３

公
図
の
修
正
作
業
に
伴
い
、
公

図
交
付
業
務
を
一
時
中
止
し
ま
す
。

修
正
作
業
は
、
土
地
の
分
筆
等

の
異
動
を
公
図
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

期
　
間

２
月
15
日
〜
３
月
31
日

※
お
急
ぎ
の
方
は
、
水
戸
地
方
法

務
局
に
て
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
平
成
19
年
９
月
18

日
か
ら
、
七
会
地
区
に
つ
い
て

も
水
戸
地
方
法
務
局
の
取
り
扱

い
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

問
合
せ

税
務
課（
内
線
１
２
１
）

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

３
１
１
１

総
務
省
統
計
局
で
は
、
本
年
10

月
１
日
現
在
で
、
住
宅
・
土
地
統

計
を
行
い
ま
す
。

調
査
に
先
立
ち
、
県
知
事
が
任

命
し
た
指
導
員
が
、
住
宅
の
数
な

ど
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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公
図
交
付
業
務
の
一
時
中
止

広　告

ス
ケ
ー
ト
教
室
（
小
学
生
対
象
）

介
護
予
防
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
対
策
講
演
会

昨年度の発表会の様子

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

HP公
民
館
合
同
ス
テ
ー
ジ
発
表
会

HP ２
月
は
政
府
の
呼
び
か
け
に
よ
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す



活
動
内
容

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
年
２
回
）
②
会
議
へ
の
出
席

（
年
１
回
、
別
途
出
席
を
お
願

い
す
る
方
）

応
募
資
格

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ッ

ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方

任
　
期

平
成
20
年
４
月
〜
21
年

３
月
ま
で
の
１
年
間

応
募
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
応
募
の

動
機
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任

意
）
を
記
入
し
、
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募

締
切
り

２
月
25
日
豺

申
込
先
・
問
合
せ

総
務
省
関
東

総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

（
〒
１
０
２
│

８
７
９
５

千
代

田
区
九
段
南
１
│

２
│

１
）

蕁
０
３
│

６
２
３
８
│

１
６
７
６
　

薨
０
３
│

６
２
３
８
│

１
６
９
８

m
onitor-kanto@

rbt.soum
u.go.jp

●
２
等
陸
・
海
・
空
士

（
任
期
制
隊
員
）

受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子
（
学
歴
不
問
）

受
付
期
間

随
時
募
集

入
隊
時
期

平
成
20
年
３
月
下
旬

●
予
備
自
衛
官
補

所
定
の
訓
練
を
受
け
た
後
、
予

備
自
衛
官（
非
常
勤
）と
な
り
ま
す
。

受
験
資
格

【
一
般
】
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方
【
技
能
】
18

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等

を
有
す
る
方

受
付
期
間

４
月
初
旬
ま
で

入
隊
時
期

教
育
訓
練
開
始
時
期

問
合
せ

町
民
課（
内
線
１
１
４
）

蕁
０
２
９
│

２
８
８
│

３
１
１
１

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
　

水
戸
募
集
案
内
所

蕁
０
２
９
│

２
２
６
│

９
２
９
４

http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/ibaraki/

国
指
定
史
跡
虎
塚
古
墳
の
彩
色

壁
画
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

古
墳
時
代
に
描
か
れ
た
貴
重
な
壁

画
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時

３
月
27
日
〜
30
日

４
月
３
日
〜
６
日
　

午
前
９
時
〜
12
時
30
分
・
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
ま
で

観
覧
料

大
人
１
５
０
円
（
30
人

以
上
の
団
体
１
２
０
円
）、
小

中
学
生
80
円
（
団
体
60
円
）

問
合
せ

ひ
た
ち
な
か
市
文
化
課

蕁
０
２
９
│

２
７
３
│

０
１
１
１

虎
塚
古
墳
（
公
開
中
の
み
）

蕁
０
２
９
│

２
７
３
│

３
６
６
３
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●
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員

活
動
内
容

①
県
の
主
要
事
業
や

施
設
等
を
取
材
し
、
県
広
報
紙

「
ひ
ば
り
」
へ
掲
載
す
る
原
稿

を
作
成
（
特
集
記
事
２
回
、
コ

ラ
ム
２
回
）
②
会
議
等
へ
出
席

応
募
資
格

県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
女
性
、
公
務
員
や
議
会

の
議
員
で
な
い
方
、
取
材
先

の
要
望
す
る
日
時
に
応
じ
て

取
材
で
き
、
自
分
で
取
材
先

に
移
動
で
き
る
方

任
　
期

平
成
20
年
４
月
〜
21
年

３
月
ま
で
の
１
年
間

募
集
人
員

４
人

謝
　
礼

年
間
謝
礼
12
万
円

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
「
応
募
の

理
由
」
と
「
地
域
の
話
題
」（
各

４
０
０
字
程
度
）
を
添
付
し
、
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

（k
oh
o3@
p
ref.ib

arak
i.lg
.jp

）

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い

締
切
り

２
月
29
日
貊

問
合
せ

県
広
報
広
聴
課

蕁
０
２
９
│

３
０
１
│

２
１
２
８

●
県
政
モ
ニ
タ
ー

活
動
内
容

①
県
政
に
つ
い
て
自

由
な
意
見
や
提
案
を
通
信
用
紙

や
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

③
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
２
回
）
・
施

設
見
学
会
（
年
１
回
）
へ
出
席

応
募
資
格

県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
、
常
勤
の
公
務
員
、
議

会
の
議
員
で
な
い
方
、
国
・
市

町
村
の
モ
ニ
タ
ー
及
び
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と
兼
務
に

な
ら
な
い
方
、
過
去
５
年
間
に

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い

な
い
方

任
　
期

平
成
20
年
委
嘱
の
日
〜

22
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

募
集
人
員

50
人

謝
　
礼

な
し
（
会
議
等
出
席
の

交
通
費
相
当
額
は
県
で
負
担
）

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
（koho2@

p
ref.ib

arak
i.lg
.jp
）
・
電
子

申
請
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

締
切
り

２
月
29
日
貊

問
合
せ

県
広
報
広
聴
課

蕁
０
２
９
│

３
０
１
│

２
１
２
３

県
北
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課

蕁
０
２
９
│

２
２
５
│

２
４
９
０

応
募
先

県
広
報
広
聴
課

（
〒
３
１
０
│

８
５
５
５

水
戸

市
笠
原
町
９
７
８
│

６
）

薨
０
２
９
│

３
０
１
│

２
１
６
８

※
応
募
用
紙
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」「
県

政
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
の
隊
員
を
募
集

虎
塚
古
墳
春
季
一
般
公
開

総
務
省
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集

HP

HP
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ゆ
う
　
げ

苗
床
を
均
せ
し
の
み
に
日
暮
れ
け
り

飯
　
田
　
勇
　
一

枯
木
山
日
射
し
て
鳥
の
賑
々
し

　
　
　
　
山
　
崎
　
正
　
行

風
音
の
中
の
鎚
音
寒
茜

い
そ
べ
　
き
　
よ

初
旅
や
潮
目
の
先
は
瀬
戸
の
凪

　
　
　
　
　
　
今
　
瀬
　
多
代
美

教
会
の
素
朴
な
木
椅
子
寒
椿

飯
　
村
　
昭
　
子

荒
き
波
岩
に
巻
き
付
く
冬
の
海

　
森
　
　
　
静
　
江

す
っ
と
履
く
出
勤
の
靴
シ
ク
ラ
メ
ン

竹
　
内
　
幸
　
子

影
太
く
残
し
冬
鵙
枝
移
り

鯉
　
渕
　
寿
美
恵

霜
を
行
く
息
に
て
眼
鏡
く
も
り
け
り

田
　
所
　
厚
　
子

万
両
を
活
け
輝
け
る
白
き
壺

仲
　
田
　
ま
ち
ゑ

卵
焼
ふ
ん
わ
り
霜
の
溶
け
は
じ
め

　
飯
　
村
　
愛
　
子

実
南
天
短
く
活
け
て
夜
の
雨

高
　
橋
　
芦
　
江

校
庭
は
大
き
日
溜
り
梅
の
花

瀬
　
谷
　
博
　
子

子
に
因
み
こ
つ
こ
つ
努
め
る
初
句
会

岩
　
下
　
金
　
司

春
ら
ん
の
浸
す
寒
水
一
揺
す
り

田
　
口
　
勝
　
元

こ
の
年
は
よ
き
事
あ
れ
と
ダ
ル
マ
ど

の
に
黒
目
を
入
れ
て
平
和
を
願
ふ

山
　
形
　
式
　
妙

　
正
月
中
の
あ
る
日
、
天
気

が
良
か
っ
た
の
で
、
町
内
の

山
間
部
に
あ
る
、
道
木
橋
、

倉
見
、
住
谷
の
集
落
を
廻
っ

て
み
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、

日
中
は
日
溜
り
の
あ
る
穏
や

か
な
山
村
風
景
で
す
が
、
猪

被
害
防
止
の
防
護
柵
な
ど
作

っ
て
お
り
、
庭
先
ま
で
侵
入

し
て
来
る
イ
ノ
シ
シ
退
治
に

苦
労
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
農
家
の
一
人
の
方

は
、「
イ
ノ
シ
シ
よ
り
ハ
ク

ビ
シ
ン
の
方
が
始
末
が
悪
い
。

木
登
り
は
出
来
る
し
、
隙
間

が
あ
れ
ば
防
護
網
を
潜
る
。

り
ん
ご
栽
培
を
始
め
て
収
穫

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
害
に
よ
り
全

滅
状
態
な
の
で
全
部
切
り
倒

し
て
し
ま
っ
た
」
と
言
い
、

ま
た
庭
先
の
ぶ
ど
う
も
切
っ

た
よ
う
で
、
そ
の
枝
先
が
ま

だ
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害

を
農
家
の
方
か
ら
聞
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
30
年
く

ら
い
以
前
に
は
、
農
作
物
の

被
害
の
話
は
ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
元
来

日
本
に
は
生
息
し
て
い
な
か

っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、

毛
皮
を
取
る
た
め
に
放
し
た

と
か
、
杉
・
桧
の
植
林
後
の

食
害
を
防
止
す
る
た
め
に
ウ

サ
ギ
の
天
敵
と
し
て
野
山
に

放
し
た
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
ト

マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
果
樹
等
が
、
ち
ょ
う

ど
収
穫
時
期
に
失
敬
さ
れ
て

は
、
憤
慨
し
て
い
る
だ
け
で

は
治
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
つ
い
過
激
な

よ
う
で
す
が
、
深
刻
な
農
業

被
害
を
与
え
る
「
害
獣
」
と

し
て
積
極
的
に
駆
除
を
図
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
も

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Vol.28
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
害

転
読
の
声
高
々
と
響
き
合
う
吉
祥

を
祈
ぐ
初
春
の
護
摩
堂

　
　
　
　
渡
　
辺
　
千
紗
子

サ
ロ
マ
湖
に
世
界
の
マ
ラ
ソ
ン
選
手

集
ひ
百
キ
ロ
を
競
ふ
毎
年
な
り
と

　
秋
　
山
　
愛
　
子

華
や
か
な
衣
装
羽
織
り
て
踊
り
し
は

「
磯
で
名
所
」
ぞ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

大
　
森
　
久
　
子

痴
呆
症
の
記
事
の
載
り
た
る
朝
刊

を
夫
は
今
日
も
繰
り
返
し
読
む

　
高
　
堀
　
よ
し
の

若
き
日
の
思
ひ
出
深
き
わ
が
衣
類

師
走
の
空
に
煙
と
な
せ
り

佐
　
川
　
あ
　
や

全
快
癒
の
願
ひ
や
ま
ざ
り
月
毎
に
学

ぶ
詠
歌
の
恩
師
に
在
れ
ば

杉
　
山
　
み
ち
こ

千
葉
の
地
よ
り
養
豚
家
の
若
妻
が

今
年
も
訪
ひ
ぬ
リ
ン
ゴ
の
味
を
愛
で

宮
　
本
　
ふ
み
江

柚
子
浮
か
ぶ
燃
し
風
呂
に
浸
り
眼
つ

む
れ
ば
清
き
匂
ひ
は
底
ひ
ま
で
沁
む

所
　
　
　
美
恵
子

「
か
ぐ
や｣

か
ら
撮
影
し
て
昇
る
吾
が

ゐ
る
地
球
は
月
の
面
よ
り
蒼
く
浮
び
ぬ

　
青
　
柳
　
京
　
子

師
走
入
り
黒
土
破
り
芽
を
吹
き
て

寒
さ
知
ら
ず
か
路
地
福
寿
草

阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

燦
燦
と
新
春
の
日
は
昇
り
行
く
皆
の

幸
福
願
い
つつ
し
か岩

　
下
　
通
　
子

亡
き
夫
の
悲
し
さ
募
る
こ
の
思
い
百
人

一
首
で
心
和
む
る岩

　
下
　
美
智
野

初
日
の
出
乾
杯
音
頭
と
る
孫
と
髪
を

な
び
か
せ
羽
根
追
う
ひ
孫

仲
　
田
　
こ
　
う

い
や
さ
れ
る
枯
葉
が
浮
か
ぶ
ホ
ロ
ル
の

湯
ま
だ
あ
る
老
後
仲
間
と
共
に

　
富
　
田
　
欽
　
子

元
旦
の
め
で
た
き
朝
の
玄
関
に
シ
ン
ピ

ジ
ウ
ム
の
花
芽
ふ
く
ら
む

　
　
　
鶴
　
田
　
す
　
が

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
早
や
芽
吹
き
た
る
き
さ

ら
ぎ
や
花
咲
く
春
の
待
ち
遠
し
き
を

市
　
川
　
義
　
子

山
峡
に
生
れ
き
し
霧
に
視
界
ゼ
ロ
湯

宿
は
白
き
闇
に
包
ま
る

枝
　
　
　
不
　
美

冬
至
の
南
瓜
夕
餉
の
卓
に
設
ら
え
て

明
日
よ
り
延
び
む
日
射
を
待
む

片
　
見
　
和
　
枝

山
間
の
断
崖
を
彩
ふ
黄
葉
紅
葉
去
年

よ
り
一
期
の
思
ひ
は
深
し

川
　
上
　
千
代
子

千
曲
川
流
る
る
岸
辺
草
紅
葉
は
波
に

た
ゆ
と
う
淡
き
陽
を
受
け

島
　
　
　
愛
　
子

歳
末
の
商
戦
は
は
げ
し
く
募
る
日
々

ポ
ス
ト
よ
り
重
き
朝
刊
取
り
出
す

多
　
田
　
志
保
子

薄
れ
行
く
記
憶
の
中
の
夫
を
見
つ
つ

答
な
け
れ
ど
看
り
ゐ
る
吾
は

坪
　
井
　
き
よ
子

木
枯
ら
し
の
近
づ
く
気
配
す
る
今
朝
は

寒
さ
に
負
け
じ
と
濡
れ
落
ち
葉
掃
く

萩
　
谷
　
登
喜
子

南
天
の
枯
れ
葉
落
ち
て
も
し
っ
か
り
と

鮮
や
か
さ
保
ち
集
団
成
せ
り

故
・
和
知
　
美
智
子

ひ
と
と
き
を
茜
に
彩
り
も
み
じ
葉
は

二
日
続
き
の
大
霜
に
散
り
果
て
た
り

冨
　
田
　
佐
智
子

焼
き
餅
は
正
月
以
外
も
た
ま
に
出
る

青
　
木
　
新
三
郎

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
男
を
上
げ
て
今
ス
タ
ー

富
　
田
　
多
　
蔵

乾
杯
の
音
頭
が
祝
辞
よ
り
な
が
い

山
　
本
　
隆
　
荘

い
く
ら
で
も
あ
る
ぞ
と
雪
は
降
り
積
る

中
　
島
　
芳
　
春

人
込
み
で
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
初
詣
で

北
　
野
　
　
　
武

ゆ
　
ず

う
　
つ

お
も

し
あ
わ
せ

あ

し
つ

や
ま
あ
い

い
ろ

き
　
ば
　
べ
に
　
は
　
こ
　
ぞ

い
ち
ご

く
さ
　
も
み
じ

つ
ま

い
ら
え

あ
か
ね
　
　
い
ろ
ど

は
　
る

ね
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